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大雨・台風対策は万全ですか

4

8食べることで毎日に笑顔を

子育ての喜びや悩みをともに分かち合う
プレイバックシアター

平和市民公園
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●
火
の
始
末
、戸
締
ま
り
を
し
て
避
難
し

ま
し
ょ
う（
ブ
レ
ー
カ
ー
も
切
る
こ
と
）。

●
避
難
す
る
と
き
は
、単
独
行
動
は
避
け
、

消
防
、警
察
な
ど
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ

う
。

●
荷
物
は
、食
料
、貴
重
品
、衣
類
な
ど
必

要
最
小
限
を
非
常
持
出
袋
な
ど
に
入
れ
、

で
き
る
だ
け
両
手
が
使
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
隣
近
所
に
声
を
掛
け
、お
年
寄
り
や
子

ど
も
、病
気
の
人
な
ど
の
避
難
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

□
チ
ェ
ッ
ク
を
付
け
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
非
常
持
出
袋
に
飲
料
水
、食
料
、ラ
ジ
オ
、

応
急
医
療
品
、懐
中
電
灯
、電
池
、軍
手
、

衣
類
な
ど
を
準
備
し
て
い
る
。

□
雨
ど
い
や
屋
根
瓦
、ベ
ラ
ン
ダ
、側
溝
な

ど
を
点
検
し
、清
掃
や
補
修
・
補
強
を
行

っ
て
い
る
。

□
家
の
周
り
の
危
険
箇
所
や
避
難
所
、避
難

経
路
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

□
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気

象
情
報
に
注
意
し
て
い
る
。

水
に
つ
か
っ
た
道
路
で
は
、足
元
が
見
え

ず
誤
っ
て
人
が
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
な
ど

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。パ
ト
ロ
ー
ル
で
点

検
し
て
い
ま
す
が
、お
気
付
き
の
場
合
は
、

下
水
道
施
設
課（
☎
5
3
7
・
5
6
4
2
）へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

災害が発生したときは、消防機関などの
活動が著しく制限されたり、初動対応が遅れ
たりする可能性があります。被害の拡大を防
ぐためには、地域住民一人ひとりの「自分の
命は自分で守る、自分たちの地域は自分た
ちで守る」という意識が重要です。
防災会や自治会で行っている防災訓練に
積極的に参加しましょう。

大
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。

長
雨
や
集
中
豪
雨
、台
風
な
ど
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
準
備
や
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

万
が
一
に
備
え
、避
難
所
や
避
難
経
路
な
ど
を

地
域
や
家
族
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
頃
の
準
備
が
大
切
で
す

～自らの命と自分たちの地域を守るために～

防災訓練に参加しましょう

□金池小学校
□上野ヶ丘中学校
□大分上野丘高等学校
□コンパルホール
□荷揚町小学校
□長浜小学校
□中島小学校
□浜町保育所
□住吉小学校
□碩田中学校
□春日町小学校
□王子中学校
□生石保育所
□大分西部公民館
□大道小学校
□県立聾学校
□西の台小学校
□大分西中学校
□大分西高等学校
□八幡小学校
□神崎小学校
□豊府小学校
□南大分中学校
□南大分公民館
□南大分体育館
□城南小学校
□城南中学校
□滝尾小学校
□滝尾校区公民館
□下郡小学校
□森岡小学校
□大分南部公民館
□森岡校区公民館
□津留小学校
□舞鶴小学校
□東大分小学校
□城東中学校
□日岡小学校
□大分東部公民館
□桃園小学校
□原川中学校
□明野東小学校
□明野西小学校
□明野北小学校
□明野中学校
□明治明野公民館

□鶴崎小学校

□鶴崎公民館
□三佐小学校
□家島公民館
□小中島公民館
□明治小学校
□明治北小学校
□大東中学校
□岡原公民館
□別保小学校
□鶴崎中学校
□もりまち幼稚園
□高田小学校
□松岡小学校
□川添小学校
□宮河内ハイランド
　公民館
□広内公民館
□陽光台公民館

□戸次中学校
□上戸次小学校
□大塔公民館
□判田中学校
□判田米良公民館
□大分南高等学校
□ひばりヶ丘公民館
□判田小学校
□竹中中学校
□竹中小学校
□河原内
　くすのきホール
□吉野中学校
□吉野小学校

□稙田小学校
□稙田公民館
□上宗方公民館
□下宗方公民館
□宗方小学校
□稙田西中学校
□胡麻鶴公民館
□横瀬小学校
□横瀬西小学校
□東稙田小学校
□田尻小学校
□寒田小学校
□稙田東中学校
□敷戸小学校
□鴛野小学校

□賀来中学校
□賀来公民館

□大在西小学校
□大在小学校
□大在公民館
□大在中学校
□大在浜公民館

□細公民館
□坂ノ市小学校
□坂ノ市中学校
□坂ノ市公民館
□和光保育園
□大分東高等学校
□丹生小学校
□久土公民館
□延命寺公民館

□こうざき小学校
□木佐上小学校
□樅の木会館
□佐賀関中学校
□佐賀関小学校
□佐賀関公民館
□関崎海星館
□田中体育館
□白木体育館
□田ノ浦生活改善
　センター
□（旧）一尺屋小学校
　体育館

□野津原東部小学校
□入蔵公民館
□野津原公民館
□野津原中学校
□野津原中部小学校
□上詰公民館
□荷小野公民館
□小原公民館
□今市町公民館
□今市健康増進
　センター
□練ヶ迫公民館

確認しましょう。
あなたの地区の「指定避難所」

entry@b-oita.jpへ空メールを送信

大分地区（46カ所）

鶴崎地区（18カ所）

大南地区（13カ所）

稙田地区（17カ所）
野津原地区（11カ所）

佐賀関地区（11カ所）

坂ノ市地区（9カ所）

大在地区（5カ所）

緊急の場合は指定避難所にとらわれず、近くの安全な
場所に避難してください。
避難勧告の前に避難する必要があるときは、福祉保健
課【☎537-5996、夜間・休日 ☎534-6119】へ連絡を。

災害発生時の緊急連絡先

☎534-6111
災害警戒・災害対策本部

119消　防

☎534-6119
夜間・休日

110警　察

送られてきたメールのURLへアクセス

登録ボタンで完了！詳細設定は「変更」で

❶

❷

❸

※登録や情報の利用については無料ですが、メールの
送受信や案内ページなどの閲覧にかかる通信費用
は、登録者の負担になります。

■市の災害時の緊急な情報（避難勧告、避難所開設
などの情報）
■気象警報、地震情報、津波警報・注意報、土砂災害
警戒情報、洪水予報、竜巻注意情報、光化学スモ
ッグ情報（受信選択ＯＫ）
■市からの防災に関するお知らせ
■天気予報の配信を定期的に行います

受信できる情報

✓

537-5674

537-5642

直通電話番号
土砂崩れなどによる
道路の不通

537-5632河川の決壊、
がけ崩れなど

537-5629

538-1812

538-1211

山崩れ、
ため池の決壊など
下水道関係
（マンホールぶたの浮上など）

上水道関係

災害の状況 担当課

道路維持課

河川課

生産基盤課

下水道施設課

水道局
平日

夜間
休日

市の防災情報を携帯電話や
パソコンで受信できます。災害
の備えとしてお役立てください。

大分市防災メールに
登録しましょう

よ
う
へ
き

は
ん
ら
ん

お問い合わせ
防災危機管理課
☎537-5664

大
雨
注
意
報
や
警
報
が
出
た
ら
い
つ

で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し

ょ
う
。

■
造
成
地

地
質
・
地
形
が
不
安
定
な
場
合
は
、大
雨

で
地
盤
が
緩
み
、崩
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

擁
壁
の
水
抜
き
穴
か
ら
濁
り
水
が
出
始
め

た
ら
要
注
意
で
す
。

■
が
け
の
付
近

大
雨
で
地
盤
が
緩
み
、土
砂
や
岩
石
が

崩
壊
し
や
す
く
な
り
ま
す
。危
険
地
域
で

は
避
難
の
準
備
が
必
要
で
す
。

■
河
川
流
域

昔
、河
川
敷
だ
っ
た
所
や
河
川
の
流
域
の

地
盤
の
低
い
所
で
は
、洪
水
に
見
舞
わ
れ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。大
雨
に
よ
り
河
川

が
氾
濫
し
た
場
合
に
、浸
水
す
る
区
域
と
水

深
を
想
定
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、河
川
課（
☎
5
3
7
・

5
6
3
2
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大雨・台風対策は
万全ですか

不安や危険を感じたら
早めの避難を！

登録はこちらから

危
険
を
感
じ
た
ら
ま
ず
避
難

こ
ん
な
土
地
で
は
細
心
の
注
意
を

マ
ン
ホ
ー
ル
ぶ
た
の
浮
上
に
注
意
！
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子
育
て
の
喜
び
や
悩
み
を

と
も
に
分
か
ち
合
う

子
育
て
も
終
わ
り
、
さ
あ
次
は
…

と
思
っ
て
い
た
と
き
、
市
報
で
『
プ

レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
』
の
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
「
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
だ
ろ
う
？
」
と
不
安
な
思
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば

何
も
始
ま
ら
な
い
！
」
と
、
思
い

切
っ
て
ア
ク
タ
ー
養
成
講
座
に
参
加

し
ま
し
た
。
『
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
』
で
は
、
想
像
も
し
な
か
っ
た

よ
う
な
場
面
や
感
情
を
そ
の
場
で
劇

に
す
る
…
「
で
き
な
い
」
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
な
り
に
自
分
の
思
い
で

演
じ
る
だ
け
。
そ
れ
を
見
て
く
だ

さ
っ
た
人
が
「
わ
た
し
に
も
あ
っ

た
」
と
共
感
し
て
少
し
で
も
癒
や
さ

れ
、「
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
」

と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。今

後
は
、『
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
Ｏ
Ｎ
C
Ｅ
』
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
公
演
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

親
子
で
参
加
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に

『
遊
べ
る
場
』
に
な
る
と
い
い
で
す

ね
。
そ
し
て
、
目
指
す
の
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
認
め
ら
れ
応
援
し
て
も

ら
え
る
劇
団
で
す
。

大
分
市
は
、
子
育
て
支
援
サ
イ
ト

『n
aan
a

』
や
『
保
育
マ
マ
』
な
ど
、

子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
生

か
し
て
、
も
っ
と
子
育
て
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
。

「
も
の
す
ご
く
面
白
い
」
。
即
興
劇

は
体
だ
け
で
な
く
、「
ど
う
演
じ
る

か
」
頭
を
使
い
ま
す
。
そ
の
場
面
を

自
分
で
決
め
て
演
じ
る
。
一
度
き
り

の
そ
の
場
限
り
の
演
技
は
、
日
常
で

は
味
わ
え
な
い
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

『
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
』
の

こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
わ
た
し
が
所

属
す
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と

が
始
ま
り
。
父
親
と
し
て
の
子
育
て

に
生
か
せ
る
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

「
こ
ん
な
に
面
白
い
活
動
が
あ
っ
た

ん
だ
」
。
演
劇
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な

い
わ
た
し
で
も
、
毎
回
楽
し
く
練
習

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
『
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ

ア
タ
ー
』
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
夫
婦
そ

ろ
っ
て
見
に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

母
親
と
し
て
、
父
親
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
思
い
を
共
有
し
合
え
る

『
場
』
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。「
こ

ん
な
風
に
思
っ
て
い
た
ん
だ
」
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

「
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
」
。
そ
れ
は
、
台
本

な
し
の
即
興
劇
。
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
喜

び
や
悩
み
を
、
そ
の
場
で
再
現
し
ま
す
。

市
で
は
、
23
年
度
か
ら
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

の
手
法
を
子
育
て
支
援
に
取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
、

劇
団
プ
レ
イ
バ
ッ
カ
ー
ズ
（
横
浜
市
）
に
よ
る
公
演

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ

ア
タ
ー
の
劇
団
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
「
ア
ク
タ
ー

養
成
講
座
」
に
は
、
自
ら
演
じ
る
こ
と
で
子
育
て
を

支
援
し
よ
う
と
す
る
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
育
て
の
体
験
談
を
、
観
客
全
員
が
共
有
す
る
こ

と
で
感
動
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
プ
レ
イ
バ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
。

今
回
は
、
ア
ク
タ
ー
養
成
講
座
の
修
了
者
で
結
成

さ
れ
た
劇
団
「
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
O
N
C
E
」

の
後
藤
美
穂
さ
ん
と
大
西
正
久
さ
ん
に
、
プ
レ
イ
バ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
と
も
に
笑
い
」「
と
も
に
泣
く
」　

か
け
が
え
の
な
い
空
間

踏
み
出
さ
な
い
と
始
ま
ら
な
い

日
常
で
は
味
わ
え
な
い
緊
張
感

（
後
藤
）

（
大
西
）

お問い合わせ　子育て支援課　☎537-5675

※見学を希望する人は、電話またはEメールで、練習日の2日
前までに子育て支援課(☎537-5675　 kosodatesien1@
city.oita.oita.jp)へ。※詳しくは、子育て支援課へお問い合わせください。 テラーの話を即興でストーリーに仕立て、演

じます。
テラーの話を聞きながら、アクター（役者）
の配役を決めていきます。

参加者がテラー（語り手）となり、司会者の横
で自分自身に起こったことなどを語ります。

「 プレイ バックシア タ ー O N C E 」の 活 動

プレイバックシアターONCE
代表 後藤 美穂 さん

プレイバックシアターONCE
メンバー 大西 正久 さん

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

の
進
み
方

ワ

ン

ス
な
あ
な

プレイバックシアター「アクター養成講座」の修了者により24年4月に結成。現在、団員35人。
24年度は、市内の各地域での公演やワークショップの開催を予定しています。

プレイバックシアターONCE
ワ ン ス

公演・ワークショップ 一般公開練習
月日：6月24日(日)、7月22日(日)、9月23日(日)、10月28日(日)
時間：午後1時30分～4時30分
場所：保健所3階 健診フロア

対　象：おおむね5人以上の団体
その他：会場は実施団体で用意してください。
　　　　(会場使用料などは団体の負担となります)

実施希望団体を募集します。
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　歯の健康を保つことは、体の健康増進につながります。歯の衛生に関する正しい
知識を持ち、いつまでも健康な歯を保ちましょう。

　食べ物をかんだときに痛みなどがなく、歯磨きをしても出血し
ません。また、歯茎はピンク色で、引き締まって、弾力があります。

歯周病に気を付けましょう!! 禁煙しましょう!!
　たばこの有害物質は、歯茎の血流を悪くし、口の中をきれいにする
役割がある唾液の分泌量を減少させます。
　また、口臭や歯周病の悪化にもつながります。さらに、歯が黄ばみ、
歯茎が黒ずんでしまいます。

お問い合わせ　保健所健康課　1536-2516

お問い合わせ　市民税課　1537-5729　1537-5730

健康な歯を保つためのポイント
①歯の質を強くする
　フッ素には歯の質を強
くする効果があります。ま
た、初期の虫歯を修復し、
虫歯菌の働きを抑える効
果もあります。歯の健康
のために、フッ素入り歯磨
き剤を使いましょう。

②歯垢を除去する

　食後と寝る前は必ず歯磨きをしましょう。力を入れ
すぎず小刻みに、丁寧な歯磨きが効果的です。

虫歯のできやすいところは下の3カ所。フッ素入り
歯磨き剤を使い、丁寧に磨きましょう。

③生活習慣に気を付ける
　食事やおやつは時間を決
め、だらだら食べないように
しましょう。
　また、歯周病にならないよ
うに、十分な睡眠とバランス
の良い食事を心掛け、免疫力
を高めることが大切です。

　24年1月1日に住民票の有無にかかわらず、市内に住んでいて、23年中に一定以上の
所得があった人

●金融機関や郵便局、コンビニエンスストアで納める人には、税額決定・納税通知書と納
　付書を郵送します。
●口座振替で納める人、公的年金のみの所得がある人で昨年10月から引き続き公的年
　金より特別徴収(天引き)されている人には、税額決定・納税通知書のみを郵送します。

　税額決定・納税通知書が届いたら、内容を確認してください。税額計算の基となった
23年中の所得金額や所得控除の内訳を記載しています。

市民税・県民税の公的年金からの特別徴収制度のお知らせ
　21年10月から始まった制度で、年金保険者(日本年金機構など)が市民税・
県民税を年金から特別徴収(天引き)して市区町村へ直接納入する制度です。
※公的年金以外(給与、農業など)の所得がある場合、その所得に係る税額は
　今までの方法で納めます。

公的年金を受給している65歳以上の人へ

新たな税負担が
生じるものでは
ありません

公的年金からの
特別徴収制度とは…

課税される人

税額決定・納税通知書
 (普通徴収)を6月中旬に

送付します

税額決定・納税通知書の確認を

「お口の健康教室」受講団体募集中
　年齢を重ねるにつれ、食べ物をかみにくくなったり、
飲み込みにくくなったりと、口の機能はだんだんと衰
えてきます。口の健康はいきいきとした生活を送るた
めにも必要で、日頃からの手入れが大切です。
　市では、希望する団体に歯科衛生士が出向いて「お
口の健康教室」を行っています。ぜひ、ご利用ください。

対　象 おおむね65歳以上の市民で構成された5人以上の団体

内　容

申込み

お口の体操、歯や義歯の手入れの仕方の指導　など

直接または電話で、長寿福祉課(第2庁舎2階)へ。

日　時 月～金曜日(祝日を除く)
午前10時～午後3時(1時間～1時間30分程度)

無料出張します

歯磨き

　歯周病とは、歯茎と歯を支える骨の病気です。症
状が進行すると、出血や口臭が強くなります。
　そして重症になると、食べ物をかめなくなった
り、歯が抜けたりします。

健康な歯とは？

技術・経営相談 無料

日　　時 月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後5時

創業する人や中小企業の経営者・従業員などの相談に応じます。

相談内容 ●新技術・新商品開発、産学官連携促進活動などに関すること
●工場改善(生産性向上など)、人材育成など企業競争力の向上に関する
　こと
●創業に関すること
※相談内容は日によって異なりますので、事前に電話で産業活性化プラ
　ザ(1537-8701)へご確認ください。
　なお、女性の相談員もいますので、気軽にご相談ください。

創業支援施設
創業後5年以内の人などが入居できる施設です。
部屋タイプとブースタイプがあり、部屋代は月額800円/㎡(電気代などの実費を別途負担、駐車場なし)。
※その他、入居条件などがあります。詳しくは市ホームページをご覧になるか産業振興課へお問い合わせください。

　産業活性化プラザは、地域産業の活性化と中小企業の技術力向上を目的とする施設です。
　施設内では、技術や経営に関する相談への対応や仕事に役立つ講座の開催、創業支援などを行っています。気軽に
ご利用ください。

歯と歯茎の境目歯と歯の間奥歯の溝

24年度の  　　　　　　　が決定しました。

●

●
●

●

●

大分中央
警察署

大分文化会館

大分城址公園

荷揚町
小学校

アート
プラザ

保健所

大分
中央郵便局

大手
公園

市役所

国道197号

県庁

産業活性化プラザ

●

●

市民税・県民税 市民税・県民税 

〈お問い合わせ　長寿福祉課　1537-5746〉

お問い合わせ　産業振興課　1537-7014・・・・・・・・ ・・・・・・・・

　

21
年
3
月
に
文
化
財
の
修
復
・
調
査

関
係
の
仕
事
で
創
業
し
ま
し
た
。産
業

活
性
化
プ
ラ
ザ
に
は
創
業
時
か
ら
約
3

年
間
入
居
し
、
事
業
が
拡
大
し
た
の
で

ほ
か
の
事
務
所
に
移
り
ま
し
た
。

　

入
居
し
て
い
た
頃
は
、
相
談
員
に
い

ろ
い
ろ
相
談
で
き
た
の
で
、
経
営
者
と

し
て
味
わ
っ
て
い
た
孤
独
も
軽
く
な

り
、
創
業
し
た
ば
か
り
で
大
変
な
時
期

を
支
え
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。今

で
も
経
営
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
あ

る
と
き
は
産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
を
訪

れ
ま
す
。

　

創
業
に
挑
戦
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
い

ろ
い
ろ
大
変
で
し
ょ
う
が
、
積
極
的
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
情
報
を
集
め

た
り
し
な
が
ら
、
や
る
べ
き
こ
と
を
積

み
上
げ
て
い
け
ば
、
自
分
も
会
社
も
成

長
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
も
会
社
が
よ
り
成
長
す
る
た

め
挑
戦
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

次
の
段
階
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
で
は
、
こ
れ
か
ら
創
業
し
よ
う
と
す
る
人
や
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
な

ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
創
業
し
て
産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
に
入
居
し
て
い
る
人
と
、
こ
こ
を
巣
立
っ
て
次
の
段
階
へ

進
ん
だ
人
を
紹
介
し
ま
す
。

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦
を
サ
ポ
ー
ト

大
分
市
産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ

山路 しのぶ さん

大切にしましょう あなたの歯大切にしましょう あなたの歯

です 歯の衛生週間 歯の衛生週間 6月4日㈪
～

10日㈰は

　

23
年
11
月
、
32
歳
の
と
き
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
製
作
関
係
の
仕
事
で
創
業
し
、

現
在
、
産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
に
入
居
し

て
3
か
月
目
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
仕
事
の
経
験
か
ら
自
分

の
技
術
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、

創
業
し
て
み
た
ら
経
営
に
関
す
る
こ
と

で
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
と
き
に
頼
り
に
し
て
い
る
の

が
産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
の
相
談
員
で
す
。

　

相
談
員
に
は
入
居
前
か
ら
経
営
の
進

め
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て

お
り
、
そ
の
言
葉
は
自
分
の
励
み
に
も

な
り
ま
す
し
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
も
得

る
こ
と
で
見
識
も
深
ま
り
ま
す
。創
業

間
も
な
い
時
期
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

相
手
が
い
る
こ
と
は
心
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、事
業
を
軌
道
に
乗
せ
て
、

産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
か
ら
巣
立
っ
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

初
め
て
の
創
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

安部　豪 さん

大分市産業活性化プラザ

大｜分｜市｜産｜業｜活｜性｜化｜プ｜ラ｜ザ｜
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お問い合わせ　本場鶴崎踊大会実行委員会（鶴崎支所内）　1527-2111

鶴崎踊講習会のお知らせ 初心者、中級者向けに踊りの講習会を開催します。

「本場鶴崎踊大会」「本場鶴崎踊大会」

その他
対　象

申込み

8月25日㈯、26日㈰　午後7時15分～9時30分

鶴崎公園グラウンド（東鶴崎一丁目）

●団体は10人以上でお申し込みください。10人に満たな
　い場合はお問い合わせください。
●個人は8月26日のみの出場です。浴衣持参で出場してく
　ださい。

本場鶴崎踊大会実行委員会に備え付けの申込書またはは
がき、ファクスに住所、氏名、電話番号を記入し、6月29日㈮
までに本場鶴崎踊大会実行委員会（〒870-0103　東鶴崎
一丁目2番3号鶴崎支所内　5521-7140）へ。

鶴崎踊を踊ることができる人

日　時
場　所

申込み

7月5日㈭、15日㈰、25日㈬、8月5日㈰　午後7時30分～9時

鶴崎市民行政センター2階　会議室（東鶴崎一丁目2番3号）

電話で、鶴崎おどり保存会（鶴崎支所内〈1527-2111〉）へ。

随時、指導員を派遣しますので、鶴崎おどり保存会へ
お申し込みください。

鶴崎踊練習用の動画を大分市生涯学習情報「まなびの
ガイド」ホームページの動画配信でご覧になれます。

日　時
【個人向け】 【団体向け】

場　所

で踊ってみませんか

【応募に関する注意事項】
●肖像権その他の権利は、応募者の責任において処理し、応
　募してください。
●添付写真の著作権は撮影者に帰属しますが、市にはその
　使用権が帰属し、その写真を、出版物、パッケージ、宣伝広
　告、ホームページなどに無償で使用することができること
　とします。

21年度　｢おおいた景観モデル賞｣の一つ　［平和市民公園］

【応募条件】
●どなたでも応募できます。
●1人5件までとします。
●前回受賞した建築物など（市ホームページで確認可）は対
　象外です。

【賞】
●「おおいた景観モデル賞」として、10～20件程度選考します。

受賞した建築物などの所有者およびまちづくり活動の団体
には、賞状と記念品(携帯用音楽プレイヤーかデジタルカメ
ラ)を進呈。受賞対象を応募した人にも抽せんで粗品を進呈。

食
べ
る
こ
と
で
毎
日
に
笑
顔
を～発掘しよう。おおいたの宝～

　身近にある素晴らしい景観に気付き、自分の住むまちに
もっと愛着を感じてもらうことを目的に「大分きれい100選
事業」を行っています。
　24年度は市内の景観に配慮した建築物や市民参加による
景観まちづくりなどを募集します。

本場鶴崎踊大会に出場する団体・個人を募集します

【応募方法】
●【応募票による場合】
景観推進室、各支所、明野出張所に備え付けの応募票（6月1
日から市ホームページでダウンロードも可）に必要事項を
記入のうえ写真を貼付し、景観推進室（本庁舎7階
〒870-8504　荷揚町2番31号）へ送付または持参してく
ださい。

●【市ホームページの電子申請またはEメールによる場合】
必要事項を入力のうえ写真を添付し、1件ごとに送信して
ください。添付する画像サイズは640×480ピクセル以
上、ファイル形式はJPEGとし、合計サイズは4メガバイト
以下としてください。　keikan@city.oita.oita.jp

大分の大分のきれい

「
食
」は
、豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の

基
本
と
な
る
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、忙
し
い
毎
日
で
、そ
の
大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
な「
食
」。

6
月
は
、食
育
月
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
、「
食
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

6
月
は｢

食
育
月
間｣

毎
月
19
日
は｢

食
育
の
日｣

　

食
育
は
、「
食
」と「
育
む
」で
表
さ

れ
る
よ
う
に
、健
全
な
食
生
活
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育

て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

食
育
の
取
り
組
み
で
は
、学
校
や

地
域
な
ど
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
通
じ
て
、食
に
関
す
る
〝
知
識
〞
と

食
を
〝
選
択
す
る
力
〞
を
身
に
付

け
て
い
き
ま
す
。

な
ぜ
、い
ま
食
育
？

　

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は「
飽

食
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
食
べ
物

が
あ
ふ
れ
、日
々
の
生
活
も
時
間

に
追
わ
れ
て
し
ま
い
、い
つ
の
間

に
か
毎
日
の「
食
」の
大
切
さ
を
忘

れ
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、偏
っ
た
食

事
や
不
規
則
な
食
生
活
、過
度
な
減

量
な
ど
に
よ
り
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
生
活
習
慣
病
に
な
る
人
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、食
べ

残
し
の
増
加
や
地
域
に
伝
わ
る
食

文
化
の
衰
退
な
ど
、わ
た
し
た
ち
の

食
生
活
は
た
く
さ
ん
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に

「
食
育
」の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

募集期間　6月1日㈮～10月31日㈬

景観推進室　1537-5968　

住宅、店舗、倉庫、工場、寺社、学校などや街並み

門、庭、道路、橋、トンネル、広告物、街路灯など

地域における美化活動や景観づくりのための活動など

お問い合わせ 大分きれい100選

建築物・街並み

工作物

まちづくり活動

募集対象

家族や友人と一緒に食事をする、食
事のマナーを身に付ける、地域の食
文化を知り継承していく、料理を作
るなどを通して食を楽しむことを
育みます。

食品の生産・流通過程を学び、食べ
ることへの感謝の気持ちや、「もった
いない」という食を大切にする心を
育みます。

栄養バランスのとれた食事や朝食
の大切さを知り、望ましい食習慣を
身に付ける、自分の体に合った食事
を選択することができる、食の安全
性について理解するなどといった食
と健康に関心を持つ力を育みます。

食育のすすめ

を楽しむ を大切にする心を
育て、守り、伝える

と健康に
関心を持つ食 食 食

き れ い お問い合わせ
保健総務課 

1536-2222
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大分市生涯学習
指導者

（あなたが支える市民活動応援事業）

　あなたが応援したいボランティア団体やNPO法人などの市民
活動団体を選んで市に届け出ることで、個人市民税の1％相当額
を活動補助金として交付することができます。

〈応援届出受付期間〉

届出できる人は
◎20歳以上の市民
◎20歳未満の個人市民税納税者
※届出時点で市税の滞納がある場合は無効

届出は

6月1日㈮～7月31日㈫

保健・医療・福祉
社 会 教 育
子どもの健全育成
学術・文化・芸術
人 権
環 境
ま ち づ く り

福祉施設への慰問活動、健康づくり運動、障がい者への支援活動 など
昔遊びの伝承、木工体験教室、ネイチャーゲーム など
子育て支援事業、子どもの職業体験活動 など
芸術作品展の開催、歴史体験学習事業 など
いじめ・虐待に関する研修会、成年後見制度の普及講習会 など
里山保全活動、景観保全活動 など
地域特性にちなんだイベント、地域交流イベント など

応援したい団体を選んで… 市に
届け出ると…

市民活動を応援できる！
市ホームページや「応援届出特集号」などを参
考に。※1人につき応援できる団体は3つまで

市から各団体へ活動補助金を交付
します。

お問い合わせ　市民協働推進課　☎537-7251　 1％応援事業

募集中

募集中　高齢者やその家族が、安心して暮らせ
るように、簡単な家事・買い物・付き添い
などを支援します。
　援助を受けたい人（依頼会員）が1時
間当たりの料金（600円～700円）を、援
助を行いたい人（援助会員）に支払って、
会員同士で援助し合うシステムです。

月～金曜日および第1・3・5土
曜日（祝日、年末年始を除く）　
午前9時～午後4時

●受付日時
食事の準備や後片付け、部屋の
掃除、洗濯、通院や買い物の付
き添い、話し相手など

●援助内容

市民活動団体の事業例　［24年度は80団体］

市民の皆さんからの応援届出、
受け付けます！

　市では、市民の誰もが「いつでも、どこでも、なんで
も」学べるように、これまで仕事や趣味、生活などを
通して身に付けた知識や技能・技術を持った市民

の皆さんから「指導者」（個人・団
体）を幅広く募集し、生涯学習指導
者として登録する「生涯学習指導
者登録制度」を実施しています。

公民館や地域の団体の要請に応じて、生
涯学習活動の指導を行います。活動内容

市内に居住または勤務し、指導するため
の知識や経験がある個人または団体対　　象

募集分野

募集期間

生涯学習課(第2庁舎4階)、各地区公民館
に備え付けの申請書（市ホームページか
らダウンロードも可）に記入し、直接お近
くの地区公民館へ。

申込方法

●趣味一般（工芸、園芸、家庭生活など）
●レクリエーション（ダンス、ストレッチ
体操など）

●スポーツ（体操、球技、生涯スポーツなど）
●芸術、文化（書道、舞踊、華道、茶道など）
●教育一般（育児、青少年、家庭教育など）
●語学、国際交流、ボランティアなど
※営利を目的とした活動や政治活動、宗
教活動を除く

市ファミリー・サポート・
センター(高齢者支援)の会員

市内居住で、支払いなどの判
断能力のある65歳以上の高
齢者またはその三親等以内
の家族

●印鑑　●顔写真　◆申請
者が三親等以内の家族の場
合…家族の写真2枚と援助を
受けたい高齢者の写真1枚　
◆申請者が高齢者本人の場
合…高齢者本人の写真2枚

市内居住の20歳以上で、8時
間（2日）程度の講習を受け
られる人

●印鑑　●顔写真2枚

講　　習
7月6日㈮
午前9時30分～
午後3時

救命講習 7月9日㈪
午前9時～正午

※顔写真は、縦2.7cm×横2.4cm

年間を通じて受け付けています。

方
法

届
出

市民税1％
の

使いみち

いっしょに
考えて

みません
か？ 1％応援事業

◎市の窓口〔市民協働推進課（本庁舎2階）、
各支所・明野出張所、各地区公民館、ライ
フパル〕・ファクス・郵送・市ホームページで
届出ができます。

要 件 要 件

必要なもの
必要なもの

依頼会員（援助を受けたい人） 援助会員（援助を行いたい人）

市ファミリー・サポート・センター
府内こどもルーム（高齢者支援用）
☎538-3180

会員、講習会の
申込み・

お問い合わせ お問い合わせ　生涯学習課　☎537-7039

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。｠（The｠City｠of｠Oita｠provides｠
useful｠information｠of｠daily｠living,｠disaster｠prevention,｠tourism｠and｠more｠about｠Oita｠City｠in｠English,｠Chinese,
and｠Korean｠on｠a｠website.）  大分市国際交流Webアドレス｠http://oita-kokusai.jp/  問国際化推進室（☎537-5719）

卒
業
ま
た
は
就
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険
喪
失
の
届
け
出
を

　
市
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

市
外
に
居
住
し
て
い
る
子
ど
も
が
学

校
を
卒
業
、ま
た
は
就
職
し
た
場
合

は
、国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

◆
届
出
先
　
国
民
健
康
保
険
証
を
持

参
し
、本
庁
舎
1
階
⑨
番
窓
口
ま
た

は
各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神
崎
・

一
尺
屋
連
絡
所
へ
。

問
　
国
保
年
金
課（
☎
5
3
7
・
5
7

3
6
）

市
税
の
証
明
・
閲
覧
申
請
の

手
続
き
に
つ
い
て

　
市
税
・
資
産
に
関
す
る
証
明
や
閲

覧
請
求
の
際
に
は
、大
切
な
個
人
情

報
を
保
護
す
る
た
め
、請
求
者
の
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
。ま
た
、代
理
人

が
請
求
す
る
場
合
は
、委
任
者
本
人

の
承
諾
内
容
を
示
す
委
任
状
が
必
要

で
す
。申
請
の
際
は
、次
の
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
個
人
名
義
の
証
明
・
閲
覧
　
●

本

人
が
申
請…

運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
　
●

本
人
以
外
の
人
が
申

請…

窓
口
に
来
る
人
の
運
転
免
許
証

や
健
康
保
険
証
な
ど
と
、本
人
の
印

鑑
を
押
印
し
た
委
任
状

◆
法
人
名
義
の
証
明
・
閲
覧
　
●

代

表
者
が
申
請…

代
表
者
の
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
と
、法
人
印

（
会
社
名
の
入
っ
た
代
表
者
印
）　
●

代
表
者
以
外
が
申
請…

窓
口
に
来
る

人
の
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な

ど
と
、法
人
印
を
押
印
し
た
委
任
状

問
　
税
制
課（
☎
5
3
7
・
5
6
7
3
）

Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
）

電
話
相
談
の
ご
利
用
を

　
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
や
暴
言
に

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。そ
ん

な
と
き
に
は
、ま
ず
お
電
話
を
。個
人

情
報
は
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
時　

●

平
日…

午
前
8
時

30
分
〜
午
後
6
時
　
中
央
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
5
3
7
・
5
6

6
6
）　
●
土
・
日
曜
日…

午
前
10
時

〜
午
後
3
時
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ば
の

会（
☎
5
3
2
・
1
0
8
0
）  

●
夜
間

…

（
平
日
）午
前
9
時
〜
午
後
9
時
　

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
）午
後
1
時
〜
5

時
、午
後
6
時
〜
9
時
　
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
5
4
4
・

3
9
0
0
）

産
業
廃
棄
物
管
理
票（
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）に
関
す
る
報
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す

　
産
業
廃
棄
物
管
理
票（
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）交
付
者
は
、管
理
票
に
関
す
る

報
告
書
の
提
出
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
23
年
度
分
は
6
月
29
日
㈮
ま
で
に

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
電

子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
利
用
し
た
場
合

は
、報
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

問
　
産
業
廃
棄
物
対
策
室（
☎
5
3

7
・
7
9
5
3
）

特
定
退
職
金
共
済
掛
金
の

一
部
を
2
年
間
補
助
し
ま
す

◆
対
象
　
次
の
項
目
の
す
べ
て
を
満

た
し
て
い
る
事
業
主
　
①
市
内
に
事

業
所
を
有
し
、市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
　
②
事
業
所
と
し
て
初
め
て

特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
す
る

こ
と
　
③
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
が

●

卸
売
業
、小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
は

20
人
以
下
　
●

そ
れ
以
外
の
業
種
は

1
0
0
人
以
下

◆
補
助
金
額
　
掛
け
金
の
20
％（
た

だ
し
、1
人
当
た
り
の
補
助
対
象
月

額
掛
け
金
は
5
、0
0
0
円
ま
で
）

◆
申
請
期
間
　
●

補
助
年
次
が
1
年

目…

12
回
目
の
掛
け
金
を
納
付
し
た

無料

介
護
保
険
施
設
入
所
・
入
院
時
お
よ

び
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

居
住
費（
滞
在
費
）・
食
費
の
負
担
限

度
額
認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
入
所（
入
院
）者
が
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
該
当
、ま
た
は
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
る
場
合
は
、居
住
費（
滞

在
費
）・
食
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。現
在
、交
付
し
て
い
る
認
定
証
の

期
限
は
6
月
30
日
㈯
で
す
の
で
、引

き
続
き
認
定
を
受
け
る
場
合
は
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
期
間
　
6
月
1
日
㈮
〜
29
日
㈮

◆
申
請
場
所
　
長
寿
福
祉
課（
本
庁

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
ま
ま
一

定
の
期
間
が
経
過
す
る
と
、次
の
よ

う
な
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。納
付
が
困
難
な
場
合
は
、分

割
納
付
や
減
免
制
度
な
ど
に
つ
い
て

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
1
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
に
、費
用
の
全

額
を
い
っ
た
ん
支
払
っ
て
い
た
だ
き

ま
す（
申
請
に
よ
り
、後
で
費
用
の
9

割
分
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
）。

◆
1
年
6
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合

前
記
の
措
置
に
よ
り
、後
で
払
い
戻

さ
れ
る
9
割
分
の
給
付
を
一
時
差
し

止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
2
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
時
効

に
よ
り
、2
年
経
過
後
の
保
険
料
は

納
付
で
き
な
く
な
り
、納
付
で
き
な

く
な
っ
た
期
間
に
応
じ
て
、一
定
期

間
、利
用
者
負
担
の
割
合
が
1
割
か

ら
3
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、利
用
者
負
担
が
一
定
額
を
超
え

た
場
合
に
払
い
戻
し
と
な
る
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
や
施
設
入
所
者
な
ど

の
居
住
費
・
食
費
の
負
担
を
軽
減
す

る
補
足
給
付
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

問　

長
寿
福
祉
課（
本
庁
舎
1
階 

☎

5
3
7
・
5
7
4
1
）

舎
1
階
）、東
部
・
西
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、各
支
所
、明
野
出
張
所

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、印
鑑

問
　
長
寿
福
祉
課（
☎
5
3
7
・
5
7

4
2
）

児
童
手
当
の
受
給
者
は
現
況
届

の
提
出
を
お
早
め
に

　
児
童
手
当（
旧
子
ど
も
手
当
）の
受

給
者
へ
現
況
届
を
6
月
1
日
に
送
付

し
ま
す
。該
当
者
で
届
い
て
い
な
い
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。現
況
届
に
6
月

1
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し
、7
月
2

日
㈪
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、提
出
の
な
い
場
合
は
、6
月
分

以
降
の
手
当（
10
月
期
振
込
分
）が
支
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
子
育
て
支
援
課（
☎
5
3
7
・
5

7
9
3
）

日
か
ら
3
か
月
後
の
月
末
ま
で
　
●

補
助
年
次
が
2
年
目…

24
回
目
の
掛

け
金
を
納
付
し
た
日
か
ら
3
か
月
後

の
月
末
ま
で

問　

商
工
労
政
課（
☎
5
3
7
・
5
9

6
4
）

市
公
共
施
設
案
内
・
予
約
シ
ス
テ
ム

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
の
公
共
施
設
の
案
内
情
報
や
空

き
状
況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
携
帯

電
話
対
応
）か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。ま

た
、利
用
者
登
録
を
す
る
と
、公
共
施

設
の
抽
せ
ん
申
し
込
み
や
利
用
申
し

込
み
を
施
設
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。登
録
は
無
料
で
す
。

　
登
録
に
は
、本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。詳
し
く

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ス
ポ

ー
ツ
・
健
康
教
育
課（
第
2
庁
舎
4
階

☎
5
3
7
・
5
6
5
0
）へ
。



食中毒を予防しましょう　　 問保健所衛生課（☎536-2704）
高温多湿の時期は食中毒が発生しやすくなります。
食中毒予防三原則（清潔、迅速、冷却・加熱）を守りましょう。

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」　問保健所保健総務課（☎536-2554）
麻薬・覚せい剤・大麻・シンナーなど薬物乱用のない社会環境づくりを。
6月20日㈬～7月19日㈭は「ダメ。ゼッタイ。」普及運動実施期間です。

■交通安全スローガン
「慣れた道 思わぬ危険が かくれんぼ」　　問生活安全推進室（☎537-5997）

　  

付
の
お
知
ら
せ

送

浄
化
槽
は
維
持
管
理
が
大
切
で
す

◆
浄
化
槽
の
清
掃　

清
掃
は
市
長
の

許
可
を
受
け
た「
浄
化
槽
清
掃
業
許

可
業
者
」に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

清
掃
管
理
課（
☎
5
3
7
・
5
6

2
4
）

◆
浄
化
槽
の
保
守
点
検　

保
守
点
検

は「
浄
化
槽
保
守
点
検
登
録
業
者
」に
、

法
定
検
査
は
県
知
事
が
指
定
し
た
㈶

県
環
境
管
理
協
会（
☎
5
6
7
・
1

8
5
5
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

下
水
道
経
営
企
画
課〈
城
崎
分

館
〉（
☎
5
3
7
・
5
6
4
0
）

住
居
表
示
実
施
区
域
に
建
物
を

新
築（
改
築
）し
た
と
き
は「
住
居

番
号
設
定
申
請
」が
必
要
で
す

　

住
所
に
必
要
な「
住
居
番
号
」は
、

自
分
で
番
号
を
付
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。誤
っ
た
番
号
を
用
い
て
住

民
登
録
や
不
動
産
登
記
お
よ
び
法
人

登
記
な
ど
の
手
続
き
を
し
た
場
合
に

は
、再
度
の
手
続
き
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
時
期　

建
物
の
足
場
が
外
れ

て
か
ら
建
物
登
記
や
住
民
登
録
を
す

る
ま
で
の
間

◆
申
請
に
必
要
な
物　

住
居
番
号
設

定
申
請
書
、字
図
、建
築
確
認
書
類
一
式

問
　
市
民
協
働
推
進
課（
☎
5
3
7
・

7
2
5
0
）

65
歳
以
上
の
人
の 

24 

年
度

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書

◆
普
通
徴
収
の
人　

6
月
中
旬
に
1

年
分
の
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。口
座
振
替
を

新
た
に
希
望
す
る
人
は
、同
封
の
口

座
振
替
依
頼
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
徴
収（
公
的
年
金
か
ら
天
引

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

　

6
月
中
旬
に
1
年（
10
回
）分
の
納

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

◆
日
時　

7
月
1
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
1
時（
雨
天
中
止
）

◆
対
象　

市
内
・
由
布
市
居
住
の
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

路
上
違
反
広
告
物
除
却
推
進
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

◆
活
動
内
容　

電
柱
な
ど
に
設
置
さ

れ
た
張
り
紙
や
張
り
札
、立
看
板
な

ど
の
除
去

◆
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
、通
学
し
て
い
る
20
歳
以
上
で
、市

が
開
催
す
る
講
習
会
に
参
加
で
き

る
、2
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る

団
体（
町
内
会
・
家
族
・
企
業
な
ど
）

◆
申
込
み
・
問　

景
観
推
進
室
に
備

え
付
け
の
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
記
入

し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、7
月
13
日

㈮
ま
で
に
同
室（
本
庁
舎
7
階　

☎

5
3
7
・
5
9
6
8
）へ
。

中
心
市
街
地
に
出
店
す
る
個
人
・
団
体

　

中
心
市
街
地
に
あ
る
空
き
店
舗
へ

の
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を

行
う
個
人
、団
体
に
一
定
の
条
件
の

下
で
補
助
し
ま
す
。

※

既
に
店
舗
改
装
に
取
り
か
か
っ
て

い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
込
み
・
問　

商
工
労
政
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
記
入

し
、6
月
1
日
㈮
〜
29
日
㈮
に
直
接
、

同
課（
本
庁
舎
9
階　

☎
5
3
7
・

5
9
5
9
）へ
。

家
族
と
遊
ぼ
う

「
県
民
の
森
ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り
」参
加
者

◆
日
時　

6
月
30
日
㈯
午
前
10
時
〜

7
月
1
日
㈰
午
後
1
時
30
分（
1
泊
2
日
）

◆
内
容　

1
日
目…

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

花
を
使
っ
た
バ
ン
ド
ル
ズ
づ
く
り
な

ど　

2
日
目…

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り
」

に
参
加

◆
対
象　

市
内
・
豊
後
大
野
市
大
野
町

25
年「
大
分
市
成
人
記
念
集
会
」

実
行
委
員

◆
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・

大
分
七
夕
ま
つ
り「
お
お
い
た
市

民
お
ど
り
の
祭
典
」出
場
団
体

◆
日
時　

8
月
4
日
㈯　

午
後
7
時

10
分
〜
8
時
40
分

◆
内
容　

チ
キ
リ
ン
ば
や
し
、サ
ン

バ
チ
キ
リ
ン
な
ど

◆
対
象　

5
人
以
上
の
団
体（
少
人

数
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

◆
定
員　

1
、0
0
0
人（
先
着
順
）

◆
そ
の
他　

参
加
衣
装
は
自
由

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

は
が
き
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、団
体
名
、参
加
人
数
、

代
表
者
の
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

記
入
し
、6
月
1
日
㈮
〜
22
日
㈮（
消

印
有
効
）
に
観
光
課（
本
庁
舎  

☎

5
3
7
・
5
6
2
6　

5
5
3
7
・

5
6
7
0
）へ
。

「
親
子
わ
い
わ
い
キ
ャ
ン
プ
in

う
す
き
」参
加
者

◆
日
時　

7
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜

29
日
㈰
午
後
1
時（
1
泊
2
日
）

◆
内
容　

海
水
浴
、野
外
炊
飯
、キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
、カ
ヌ
ー
な
ど

◆
対
象
・
定
員　

小
学
生
ま
た
は
中

学
生
を
含
む
家
族
…
20
家
族（
多
数

時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

1
人
1
、4
8
0
円（
食

事
、シ
ー
ツ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
）、別

途
1
家
族
3
0
0
円（
ま
き
代
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、住

所
、参
加
者
全
員
の
氏
名
・
子
ど
も
の

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号（
携
帯
電

話
番
号
）を
7
月
14
日
㈯
正
午
ま
で
に

う
す
き
少
年
自
然
の
家（
☎
0
9
7

2
・
6
7
・
2
2
0
0
）へ
。

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

催
告
事
務
嘱
託
職
員

◆
任
用
期
間　

8
月
1
日
㈬
〜
25
年

3
月
31
日
㈰（
更
新
可
）

市役所　本庁舎　第2庁舎　〒870-8504　荷揚町2番31号

6
月
3
日
㈰
〜
9
日
㈯
は

危
険
物
安
全
週
間
で
す

　

24
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標

語
は「
危
険
物　

め
ざ
せ
完
封　

ゼ

ロ
災
害
」で
す
。こ
の
機
会
に
皆
さ
ん

も
危
険
物
の
取
り
扱
い
・
保
管
方
法

や
危
険
性
に
つ
い
て
再
確
認
を
し
て
、

危
険
物
に
よ
る
事
故
や
災
害
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

問　

消
防
局
予
防
課（
☎
5
3
2
・
3

1
9
9
）

都
市
計
画
公
園「
大
友
氏
遺
跡
歴
史

公
園
」の
変
更
認
可（
計
画
変
更
）を

受
け
ま
し
た
の
で
お
見
せ
し
ま
す

◆
縦
覧
期
限　

30
年
3
月
31
日

◆
縦
覧
場
所
・
問　

文
化
財
課（
第
2

庁
舎
6
階　

☎
5
3
7
・
5
6
3
9
）

　
　
集
募

居
住
の
家
族
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

◆
定
員　

30
組（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

1
人
2
、3
0
0
円（
食

事
、シ
ー
ツ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
な
ど
）

別
途
、材
料
費
1
セ
ッ
ト
1
0
0
円

が
必
要

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、住

所
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
学
校
名
・

学
年
・
電
話
番
号
を
6
月
15
日
㈮
正

午
ま
で
に
の
つ
は
る
少
年
自
然
の
家

（
☎
5
8
9
・
2
2
1
2
）へ
。

き
）の
人　

6
月
中
旬
に
決
定
通
知
書

兼
特
別
徴
収
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

※

納
付
書
ま
た
は
通
知
書
が
届
い
た

ら
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

長
寿
福
祉
課（
本
庁
舎
1
階 

☎

5
3
7
・
5
7
4
1
）

救
急
車
は
本
当
に
必
要
な
と
き
に
！

　

救
急
車
は
、命
に
か
か
わ
る
よ
う

な
重
い
病
気
や
け
が
の
人
を
一
刻
も

早
く
病
院
へ
搬
送
す
る
た
め
に
利
用

す
る
も
の
で
す
。

　

病
院
ま
で
自
力
で
行
け
る
よ
う
な

人
が
救
急
車
を
利
用
す
る
と
、1
分

1
秒
を
争
う
重
症
や
危
篤
状
態
の
人

の
搬
送
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の

で
、正
し
い
救
急
車
の
利
用
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
防
局
警
防
課（
☎
5
3
2
・
2

1
9
9
）

無料

自転車のルールを守りましょう
次のことはすべて交通違反です

片手、手放し運転

二台横に
並んで走る

夜、ライトを
つけない

飲酒運転

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
分
析
調

査
・
除
去
等
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

◆
募
集
期
間　

①
6
月
1
日
㈮
〜
25

年
1
月
31
日
㈭　

②
6
月
1
日
㈮
〜

12
月
28
日
㈮

◆
対
象
建
築
物　

①
分
析
調
査…

吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
施
工
さ
れ
て

い
る
お
そ
れ
の
あ
る
民
間
建
築
物

②
除
去
等…

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

が
施
工
さ
れ
て
い
る
民
間
建
築
物

※

た
だ
し
、予
算
枠
に
達
し
次
第
、締

め
切
り
ま
す
。

◆
対
象
者　

建
築
物
の
所
有
者
お
よ

び
管
理
者

◆
助
成
金
額　

①
調
査
に
要
す
る
費

用
に
相
当
す
る
額（
上
限
25
万
円
）

②
除
去
等
に
要
す
る
費
用
の
3
分
の

2
以
内（
上
限
1
2
0
万
円
）

◆
申
込
み
・
問　

分
析
調
査
・
除
去
等

工
事
の
前
に
必
ず
開
発
建
築
指
導

課（
☎
5
3
7
・
5
6
3
5
）へ
。

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
き

は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域

の
浄
化
槽
は
1
年
以
内（
く
み
取
り
便

所
は
3
年
以
内
）に
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
工
事
が
必
要
で
す
。1
日
で
も
早

い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

接
続
工
事
は
市
が
指
定
し
た「
指
定

工
事
店
」で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

工
事
着
工
前
に「
申
請
書
」を
提
出

し
て
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
の
確

認
を
受
け
、工
事
完
了
後
は「
完
了
届
」

「
公
共
下
水
道
使
用
開
始
届
」の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

井
戸
水
や
温
泉
水
を
使
用
す
る
場
合

も
、下
水
道
使
用
料
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

下
水
道
営
業
課〈
城
崎
分
館
〉

（
☎
5
3
7
・
5
6
4
1
）

税
通
知
書（
納
付
書
）を
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
ま
す
。ま
た
、口
座
振
替
の

利
用
者
お
よ
び
特
別
徴
収（
公
的
年

金
か
ら
天
引
き
）の
人
へ
は
、同
時
期

に
決
定
税
額
を
通
知
し
ま
す
。送
付

後
に
加
入
者
の
異
動
、所
得
の
修
正

な
ど
で
税
額
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

納
付
書
ま
た
は
税
額
更
正
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
決
定
通
知
書
は
7
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

問　

国
保
年
金
課（
☎
5
3
7
・
5
7

3
6
）

通
学
す
る
新
成
人（
平
成
4
年
4
月
2

日
〜
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）で
、実
行

委
員
会
に
継
続
し
て
出
席
で
き
る
人

◆
実
行
委
員
会　

9
月
〜
25
年
1
月
ま

で
に
10
回
程
度
開
催（
平
日
の
夜
間
）

◆
定
員　

10
人
程
度（
多
数
時
は
書

類
選
考
を
行
い
ま
す
）

◆
申
込
み
・
問　

封
書
で
、住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、電
話
番

号
、応
募
の
動
機（
2
0
0
字
程
度
）

を
記
入
し
、6
月
29
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
生
涯
学
習
課（
第
2
庁
舎　

☎
5

3
7
・
7
0
3
9
）へ
。

◆
職
務
内
容　

国
民
健
康
保
険
税
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
電

話
催
告
や
、窓
口
業
務
の
補
助

◆
対
象　

市
内
に
居
住
し
、 

●

市
税

お
よ
び
公
共
料
金
を
完
納
し
て
い
る

人
で
、 

●
土
・
日
曜
日
、休
日
、夜
間
も

勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

◆
定
員　

1
人

◆
選
考
方
法　

書
類
、面
接
等

◆
申
込
み
・
問　

国
保
年
金
課
で
事

前
に
就
労
内
容
の
説
明
を
受
け
、市

販
の
履
歴
書（
写
真
添
付
）を
6
月
4

日
㈪
〜
22
日
㈮
に
直
接
、同
課（
☎

5
3
7
・
5
7
3
8
）へ
。

大
分
市
仕
事
宣
言（
24
年
度
各
部
局

長
の
目
標
）を
公
表
し
て
い
ま
す

　

市
長
室
、情
報
公
開
室
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
　
市
長
室（
☎
5
3
7
・
5
8
7
5
）

24
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、犬
の
大
き

さ
や
、屋
内
・
屋
外
飼
育
に
か
か
わ
ら

ず
、す
べ
て
の
犬
に
4
月
1
日
〜
6

月
30
日
の
間
に
1
回
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、動
物

病
院
で
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問　

保
健
所
衛
生
課（
☎
5
3
6
・
2

5
6
7
）

× ×

×

× ×

信号を無視、
踏切で一時
停止をしない

問都市交通対策課（☎537-5973）

（傘さし、携帯電話含む）

店舗改装費

月額賃借料

店舗改装費

月額賃借料

50％

50％

100万円

10万円
（25年3月分まで）

①空き店舗対策事業

補助率

補助
限度額

②イベント開催事業

補助率

補助限度額

50％

100万円

◆
出
店
商
品　

日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
、使

用
可
能
な
も
の（
食
品
、動
植
物
、危

険
物
な
ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数　

50
店（
多
数
時
は
抽

せ
ん
）

◆
そ
の
他  

ス
ペ
ー
ス
は
3
㍍×

3
㍍

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

往
復
は
が
き

に
、代
表
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、グ
ル
ー
プ
人
数
、出
店
内
容

（
商
品
の
種
類
と
数
）を
記
入
し
、6

月
15
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ

ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ（
〒
8
7
0-

1
2
0

5　

大
字
福
宗
6
1
8　

☎
5
8
8
・

1
4
1
0
）へ
。

「
草
刈
り
講
習
会
」参
加
者

◆
日
時　

7
月
7
日
㈯　

午
前
9
時

◆
場
所　

野
津
原
地
区
に
あ
る
柿
団

地
内
の
ほ
場

◆
内
容　

講
習
と
実
践

◆
定
員　

20
人（
先
着
順
）

◆
そ
の
他　

長
そ
で
、長
ズ
ボ
ン
、長

靴
、帽
子
、タ
オ
ル
を
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。草
刈
り
機
を
お
持
ち

の
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、氏
名
、電
話
番

号
、参
加
人
数
を
6
月
1
日
㈮
〜
22
日

㈮
に
産
業
振
興
課（
☎
5
3
7
・
7

0
2
5  

5
5
3
3
・
6
1
1
7

sangyosinko2@
city.oita.oita.jp

）へ
。

無料
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も
く
よ
く

春の星座と惑星を見よう！
時間/午後7時30分～10時
（雨天・曇天時は映像
による説明）
参加料/観覧料
（大人400円、高校生
200円、中学生以下
は無料）
場所・問関崎海星館
☎574-0100

ザ・キャビンカンパニー展
期間/17日㈰まで
内容/アートプラザ支援アーティス
ト「ザ・キャビンカンパニー」のポス
トカード、しおりなどの展示・販売
場所・問アートプラザ
☎538-5000　
春の星座と月と土星を見よう！
期間/3日㈰まで
時間・参加料・場所・問は上記1日
と同じ　
フリーマーケット
時間/午前10時～午後1時
（雨天中止）
再生家具・自転車の抽せん会　
時間/午後0時30分～（抽せん日
正午まで申し込み可、持ち帰りは
各自）
再生自転車のじゃんけん抽せん会
時間/無料抽せん会終了後
場所・問エコライフプラザ　
☎588-1410　
金星の太陽通過を見よう！
時間/午前10時～午後1時
参加料・場所・問は上記1日と同じ

春の星座と惑星
を見よう！
期間/10日㈰まで
時間・参加料・場所・
問は上記1日と同じ　
市公設地方卸売市場
市民感謝デー!!
時間/午前9時～
正午
内容/新鮮な魚介
類、水産加工品、
野菜、果物、花などの販売
場所・問市公設地方卸売市場　
☎533-3113　
大分トリニータ対
松本山雅FC
時間/午後2時～
場所/大分銀行ドーム　
ライフパル演奏会
時間/午後5時30分～
演奏/ギター
合奏団ロス・
マルテス
問ライフパル　
☎573-3770　
さがのせき朝市
時間/午前9時～11時
（商品がなくなり次
第終了）
場所/県漁協佐賀関
支店周辺
問実行委員会　
☎575-1000　
大分トリニータ対
水戸ホーリーホック
時間/午後6時～
場所/大分銀行ドーム　

6
月

イベントカレンダー6月
1日～

市役所　本庁舎　〒870-8504　荷揚町2番31号

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
出
田
初
美（
佐
賀
関
）▼
佐
賀
関
文
化

協
会
▼
友
昌
世（
寺
崎
町
）▼
村
谷
モ
モ

ヱ（
大
津
留
）

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
　
▼
廣
岩
悦
子（
王
子
港
町
）

▼
首
藤
豊
重（
片
島
）▼
城
井
英
司（
荏

隈
）▼
阿
部
清（
上
野
丘
）▼
江
上
浩（
花

津
留
）▼
松
村
淳
子（
田
室
町
）▼
村
田

栄
子（
大
手
町
）▼
芳
﨑
誠（
府
内
町
）

▼
關
正
明（
下
郡
中
央
）▼
安
部
一
成

（
王
子
山
の
手
町
）▼
加
徳
智
子（
岩
田

町
）▼
馬
場
哲
男（
千
歳
）▼
伊
東
シ
ゲ

子（
明
野
東
）

鶴
崎
地
区
　
▼
幸
義
雄（
家
島
）▼
大
杉

和
恵（
森
）▼
佐
藤
止（
横
尾
）▼
植
田
輝

男（
鶴
崎
）▼
上
木
良
一（
皆
春
）▼
村
谷

克
子（
小
池
原
）

大
在
地
区
　
▼
麻
生
晃（
角
子
南
）▼
佐

藤
純
一（
城
原
）▼
小
野
和
彦（
大
在
北
）

▼
首
藤
純
一（
花
江
川
）

坂
ノ
市
地
区
　
▼
片
岡
正
純（
丹
川
）

▼
軸
丸
千
賀
子（
佐
野
）▼
平
岡
豊
幸

（
東
上
野
）▼
小
野
百
合
子（
木
田
）

大
南
地
区
　
▼
島
田
供
子（
ひ
ば
り
ヶ

丘
）▼
保
月
孝
彦（
下
戸
次
）

稙
田
地
区
　
▼
鈴
木
富
雄（
光
吉
新
町
）

▼
長
野
宏（
上
宗
方
）▼
糸
永
ト
ミ（
ふ
じ

が
丘
）▼
河
野
勇（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
し
き

ど
）▼
姫
野
孝
章（
寒
田
南
町
）▼
松
山

家
昌（
田
尻
）▼
庄
本
文
明（
寒
田
北
町
）

▼
足
立
浩（
口
戸
）▼
田
口
統（
光
吉
）

佐
賀
関
地
区
　
▼
渡
辺
睦（
佐
賀
関
）

▼
姫
野
春
夫（
一
尺
屋
）

野
津
原
地
区
　
▼
森
永
国
仁（
今
市
）

市
外
　
▼
久
東
邦
裕（
由
布
市
）▼
小

池
一
雄（
横
浜
市
）▼
梅
本
光
義（
玖
珠

町
）▼
神
田
芳
子（
豊
後
大
野
市
）

　
　
　
　
以
上
4
月
19
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
2
庁
舎
2
階
福
祉
保
健

課
、各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤

十
字
社
の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

 229,194人  207,692世帯 世帯数
 501.28㎢大分市の

面積と人口

【4月末日現在の住民基本台帳人口＋外国人登録人口】

面　積  476,640人人　口
男  247,446人女

6月は「男女雇用機会均等月間」です。
男女労働者間に生じている格差の解消に向け、職場環境の整備を進めましょう。　問商工労政課（☎537-5964）

少
年
少
女
手
話
教
室

◆
日
時
　
7
月
7
日
〜
9
月
15
日（
8

月
11
日
を
除
く
）　
毎
週
土
曜
日（
全

10
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

◆
対
象
　
小
学
4
年
生
〜
中
学
生

◆
定
員
　
20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

能
楽
教
室（
7
月
〜
9
月
）

◆
講
師
　
①
谷
村 

育
子
氏
、馬
野 

正
基
氏
ほ
か
　
②
渡
辺 

康
喜
氏

◆
受
講
料
　
1
科
目
に
つ
き
1
か
月

3
、0
0
0
円

◆
そ
の
他
　
10
月
以
降
も
継
続
で
き

ま
す
。定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

教
室
名

曜日

時 

間

対
象

中
級
者

初
心
者

中
級
者

定員　　　各30人各15人

①
観
世
流

大
分
謡
曲
協
会

教
室

（
謡
曲
・
仕
舞
）

②
喜
多
流
教
室

（
謡
曲
・
仕
舞
）

午
前
10
時

　
〜
正
午

午
後
1
時

　
〜
5
時

午
後
2
時

　
〜
4
時

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

（
☎
5
4
5
・
8
6
1
6
）

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

の
仕
組
み
を
知
ろ
う

◆
月
日
　
7
月
18
日
㈬
　

◆
内
容
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
サ
イ
ト
の
安
全
な
利
用
方
法

を
学
習

◎
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　

を
始
め
よ
う

◆
月
日
　
7
月
20
日
㈮
　

◆
内
容
　
登
録
か
ら
つ
ぶ
や
き
方
な

ど
基
本
操
作
を
学
習

☆
時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

☆
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
機
能
を
も
っ
と

使
い
こ
な
し
た
い
人
　

☆
定
員　

各
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

☆
受
講
料
　
各
3
0
0
円

☆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
往
復
は
が
き

（
1
教
室
に
つ
き
1
人
1
枚
）に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、教
室
名
を
記
入
し
、

6
月
19
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
情
報
学

習
セ
ン
タ
ー（
〒
8
7
0-

0
8
5
1

大
石
町
一
丁
目
3
組
）へ
。

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
教
室

◎
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル

◆
時
間
　
午
後
0
時
45
分
〜
4
時

◆
内
容
　
新
生
児
の
育
児
、妊
婦
体

験
、沐
浴
実
習
、先
輩
パ
パ
・
マ
マ
と

の
交
流
会
な
ど

◆
対
象
　
初
妊
婦
と
そ
の
夫

◆
定
員
　
12
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

◎
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
教
室

◆
時
間
　
午
後
1
時
15
分
〜
4
時

◆
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、プ
レ

マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
と
の
交
流
会
な
ど

◆
対
象
　
生
後
3
〜
5
か
月
児
と
そ

の
父
母

◆
定
員
　
15
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス

タ
オ
ル

☆
月
日
　
6
月
16
日
㈯

☆
場
所
　
稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

☆
申
込
み
　
電
話
で
、6
月
4
日
㈪

か
ら
県
助
産
師
会（
☎
5
3
4
・
0
7
5

3
）へ
。

問　

子
育
て
支
援
課（
☎
5
3
7
・
5

6
7
5
）

24
年
度
消
防
設
備
士
試
験（
全
類
）

◆
日
時
　
9
月
2
日
㈰
　
午
前
10
時

◆
場
所
　
日
本
文
理
大
学
　
◆
願
書

配
布
　
6
月
7
日
㈭
〜
　
◆
申
込
み
・

問
　
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
県

支
部
、県
下
各
消
防
本
部（
局
）、県
消

防
保
安
室
に
備
え
付
け
の
願
書
に
記

入
し
、7
月
6
日
㈮
〜
18
日
㈬
に
直

接
ま
た
は
郵
送
で
、㈶
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
県
支
部（
〒
8
7
0‐

0
0
2
3
　
長
浜
町
二
丁
目
12‐

10

昭
栄
ビ
ル
2
階
　
☎
5
3
7
・
0
4

2
7
）へ
。

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習

（
パ
ソ
コ
ン
講
習
も
含
む
）

受
講
者
募
集

◆
期
間
　
6
月
18
日
㈪
〜
27
日
㈬

（
土
・
日
曜
を
除
く
8
日
間
）　
◆
場

所
　
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
ビ

ル（
萩
原
）、㈱
大
栄
総
合
教
育
シ
ス

テ
ム（
金
池
町
）　
◆
対
象
　
市
内
・

由
布
市
居
住
の
55
歳
以
上
で
、公
共

職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
み
を
し
、

全
日
程
受
講
可
能
な
人
　
◆
定
員
　

20
人（
選
考
あ
り
） 

◆
申
込
み
・
問 

各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
、6
月
11

日
㈪（
必
着
）ま
で
に
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会（
〒
8
7
0ｰ

0

0
2
6
　
金
池
町
一
丁
目
1ｰ

1
　
☎

5
4
0
・
6
3
1
3
）ま
た
は
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
〒
8
7
0ｰ

0
1
5
4
　
高
城
西
町
32ｰ

16
　
☎

5
5
2
・
3
2
2
0
）へ
。

「
放
送
大
学
」24
年
度
第
2
学
期

学
生
募
集（
10
月
入
学
）

◆
出
願
期
間
　
6
月
1
日
㈮
〜
8
月

31
日
㈮（
必
着
）　
◆
募
集
内
容
　
教

養
学
部
、大
学
院
　
◆
申
込
み
・
問
　

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
5

4
9
・
6
6
1
2
）へ
。

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習

◆
日
時
　
6
月
17
日
㈰
　
午
後
1
時

◆
場
所
　
あ
け
の
ア
ク
ロ
ス
タ
ウ
ン

ア
ク
ロ
ス
ホ
ー
ル
　
◆
内
容
　
救
命

医
に
よ
る
講
演
と
救
急
蘇
生
法
、

A
E
D
の
実
技
講
習
　
問
　
C
&
C

安
東（
☎
5
5
6
・
5
1
5
2
）

第
7
回
田
ノ
浦
ア
ク
ア
ス
ロ
ン

（
ス
イ
ム
＆
ラ
ン
）

◆
日
時
　
7
月
8
日
㈰
　
午
前
8
時

〜
午
後
1
時
　
◆
場
所
　
田
ノ
浦
ビ

ー
チ
お
よ
び
そ
の
周
辺
　
◆
内
容
・

定
員
　
①
キ
ッ
ズ（
中
学
生
）・
初
心
者

の
部…

30
人
　
②
個
人
経
験
者
の
部

…

1
0
0
人
　
◆
参
加
料
　
各
4
、0

0
0
円
／
1
人
　
◆
申
込
期
限　

6

月
25
日
㈪
　
◆
申
込
み
・
問　

参
加

料
振
り
込
み
先
や
申
込
書
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、大
会
実
行
委
員
会

（
☎
5
5
3
・
5
1
0
5
）へ
。

は
り
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ

◆
日
時
　
7
月
8
日
㈰
　
午
後
1
時

（
午
後
0
時
20
分
か
ら
受
付
）　
◆
場

所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
3
階
　
多
目

的
ホ
ー
ル
　
◆
内
容
　
講
演「
肩
凝

り
の
つ
ぼ
療
法
」、あ
ん
ま
・
は
り
体

験
　
◆
定
員
　
50
人（
先
着
順
）　
◆

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
3
0
0

フ
ォ
ー
ラ
ム

◆
日
時
　
6
月
16
日
㈯
　
午
後
2
時

〜
6
時
　
◆
場
所
　
大
分
第
2
ソ
フ

ィ
ア
プ
ラ
ザ
ビ
ル
2
階
　
ソ
フ
ィ
ア

ホ
ー
ル（
東
春
日
町
）　
◆
内
容
　
創

業
支
援
に
関
す
る
基
調
講
演
、パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、個
別
相
談
会

な
ど
　
◆
定
員　

1
5
0
人（
先
着

順
）　
◆
申
込
み
・
問
　
県
経
営
金
融

支
援
室（
☎
5
0
6
・
3
2
2
3
）へ
。

経
営
無
料
相
談
会

◆
日
時
　
6
月
10
日
、7
月
8
日
、8

月
12
日（
毎
月
第
2
日
曜
日
）　
午
後

「
大
分
共
同
発
電
所
3
号
機
増

設
計
画
に
係
る
環
境
影
響
評
価

書
」を
縦
覧
し
ま
す

◆
縦
覧
日
時
　
6
月
12
日
㈫
〜
7
月

11
日
㈬
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　
◆
場
所
　

市
役
所
第
2
庁
舎
1
階
、鶴
崎
支
所

1
階
、明
野
出
張
所
、県
生
活
環
境
企

画
課
、※

新
日
本
製
鐵
㈱
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（※

は
土
・
日

曜
日〈
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
〉も
縦

覧
で
き
ま
す
）　
問　

大
分
共
同
火

力
㈱
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
課
（
☎

5
5
8
・
4
3
3
4
）

ア
イ
ネ
ス
男
女
共
同
参
画

ウ
ィ
ー
ク
2
0
1
2

◎
講
演
会

◆
日
時
　
6
月
23
日
㈯
　
午
後
1
時

◆
講
師
　
鈴
木 

光
司
氏（
小
説
家
）

◆
定
員
　
3
0
0
人（
先
着
順
）　

◎
映
画
講
座
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

　

シ
ョ
ン

◆
日
時
　
6
月
24
日
㈰
　
午
後
1
時

◆
定
員
　
2
0
0
人（
先
着
順
）　

☆
場
所
　
ア
イ
ネ
ス
2
階
大
会
議
室

☆
申
込
み
・
問
　
郵
送
、電
話
、フ
ァ

ク
ス
で
、6
月
15
日
㈮
ま
で
に
県
消

費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ〈
ア

イ
ネ
ス
〉（
〒
8
7
0‐

0
0
3
7

東
春
日
町
1‐

1
　
☎
5
3
4
・
2

0
3
9
　
5
5
3
4
・
2
0
5
7
）へ
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
再
発
見

歴
史
の
コ
ー
ス

◆
日
時
　
7
月
14
日
〜
9
月
22
日
　

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日（
全
6
回
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◆
対
象
　
高
校
生
以
上

◆
定
員
　
70
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料
　
3
0
0
円

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
往
復
は
が
き

に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、講
座
名

を
記
入
し
、6
月
15
日
㈮（
消
印
有

効
）ま
で
に
歴
史
資
料
館（
〒
8
7

0‐

0
8
6
4
　
大
字
国
分
9
6

0‐

1
　
☎
5
4
9
・
0
8
8
0
）へ
。

座
・
　 

室
・
　 

習
会

講

講

教

無料

無料

無料

無料

◆
受
講
料
　
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
1
、0
0
0
円
程
度
）

◆
申
込
み
・
問
　
は
が
き
に
住
所
、氏

名
、年
齢（
学
年
）、電
話
番
号
、教
室

名
を
記
入
し
、6
月
22
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
障
害
福
祉
課（
本
庁
舎
　
☎

5
3
7
・
5
7
8
6
）へ
。

参
加
料
　
5
0
0
円（
資
料
代
）　
◆

申
込
み
・
問
　
市
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
会　

麻
生（
☎
5
6
7
・
3
9
5
1
）へ
。

1
時
30
分
〜
4
時
30
分
　
◆
場
所
　

県
立
図
書
館（
大
字
駄
原
）　
◆
相
談

員
　
県
中
小
企
業
診
断
士
協
会
会
員

◆
相
談
内
容
　
中
小
企
業
の
経
営
課

題
な
ど
　
問
　
県
中
小
企
業
診
断
士

協
会（
☎
5
4
9
・
4
0
5
0
）

ク
ス
で
、6
月
30
日
㈯
ま
で
に
平
和

市
民
公
園
能
楽
堂（
☎
5
5
1
・
5
5

1
1
　
5
5
5
1
・
5
5
1
2
）へ
。

無料

金 水 火

H24.6.1　 14　H24.6.115

無料

1
●金

9
●
　
土

17
●
　
日

2
●
　
土

12
●
　
火

16
●
　
土

6
●
 
水

8
●
 
金

3
●
 
日

○大友氏400年の歴史と同時代の
　関連する日本の歴史

「大友氏遺跡を中心とした検定」にチャレンジしませんか。
大友氏遺跡検定
24年度

（前期）

出題内容

○大友氏遺跡の発掘調査から分か
　ってきたこと

出　題
レベル

中学校歴史レベルの内容で、
大友氏遺跡体験学習館の歴
史教室入門編から出題

高校歴史レベルの内容で、
大友氏遺跡体験学習館の
歴史教室全般から出題

7月1日㈰（各30分前から受付開始）試験日▶

各30人（先着順）定　員▶
小学校高学年以上対　象▶

初級70点以上、中級は80点以上
を合格とし、認定書を贈呈します。

合格判定▶

▶電話で、6月1日㈮～30日㈯に
大友氏遺跡体験学習館へ。

申込み
・場所

初級：午前10時～11時30分
中級：午後1時～2時30分

時　間▶

出題数 50問

無料

問大友氏遺跡体験学習館（1544-5011）

©OITA F.C.

初級

中級



表紙の
言葉

企
画
・
発
行
　
大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課

〒
8
7
0‒

8
5
0
4
　
荷
揚
町
2
番
31
号

【
代
表
】1
5
3
4
・
6
1
1
1 

【
夜
間
・
休
日
】1
5
3
4
・
6
1
1
9

市
報
お
お
い
た
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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ttp
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w
w
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/
■
携
帯
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
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w
w
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e
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p
.cg
i

市
報
お
お
い
た
6
月
1
日
号（
毎
月
1
日
･
15
日
発
行
）

この市報は
再生紙を使用
しています。

第110回九州市長会が開催されました

　市ホームページは新鮮情報満載です。このコー
ナーは、市ホームページで市政について市長の日々
の思いをつづる「こんにちは市長室です」の「市長の日
記」からお届けします。「市政の今」を感じてください。

赤壁賦図盆
（名古屋・政秀寺蔵/写真提供：根津美術館）
信長が天下人になる以前に宗麟が贈った
漆製のお盆。

｢食べるチカラ｣
を育てる

大分市テレビ広報

番組案内

上記の再放送6月9日㈯

6月2日㈯

※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

大分市内のケ－ブルテレビ局でも
放送しています。

※都合により、番組内容は
　変更になることがあります。

　第110回九州市長会（118市中115市
が参加）が、5月10日、11日の両日、福岡
県柳川市（人口約7万2千人）で開催され
ました。
　各県持ち回りで毎年、春と秋の定例会
が開かれていますが、最近は県庁所在地
でない都市での開催が目立っており、地
域の活性化にも大いに寄与しています。
　この柳川市は柳河藩として栄えてきまし
たが、初代藩主の立花宗茂公とその岳父
（妻の父）立花道雪は大友宗麟とも関係が
深いことから、わたしたち大分市民にとっ
ても親近感あふれるまちでもあるのです。
　5月10日は朝から各県市長会会長・顧
問会議、九州府推進機構準備検討委員会、
理事会、昼食をはさんで、総務省説明、総
会、懇親会と目まぐるしい日程を消化しま
した。地方分権改革の動きが加速する中、

九州広域行政機構への対応、九州市長会
として国に対する要望事項を協議する議
案審議、防災対策などが議論されました。
　なお、今回は役員の改選も行われ、わた
しが引き続き会長として再任されました。
課題山積の市長会ですが、その責任の重
さを十分感じながら、諸課題の解決に向
けて先頭に立って頑張りたいと思います。

毎週土曜日 TOSテレビ大分
午後5時15分～5時30分

OCT大分ケーブルテレコム
日・月・火・水

OCN大分ケーブルネットワーク
日・月・火・水

STV 佐賀関テレビ
火・水・木

こんにちは
市長室です

vol.
84

せ
き
へ
き  

ふ   

ず  

ぼ
ん

え
っ
け
ん

13

14

10

むね  しげ

じ
ま
す
。宗
麟
は
翌
1
5
8
6（
天
正　

）

年
4
月
に
こ
れ
を
受
諾
す
る
こ
と
を
表
明

す
る
た
め
に
大
坂（
現
大
阪
市
）に
の
ぼ
り
、

新
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
大
坂
城
で
秀
吉
と

謁
見
し
ま
す
。秀
吉
は
宗
麟
に
対
し
、そ
の

訪
問
を
喜
び
、自
ら
城
内
を
案
内
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
宗
麟
は
、将
軍
家
や
信
長
、

秀
吉
な
ど
の
有
力
武
将
と
緊
密
な
連
携

を
と
る
な
ど
、中
央
の
動
き
を
探
る
た
め

の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、地
域

国
家（
豊
後
を
含
め
た
北
部
九
州
6
か

国
）の
建
設
に
尽
力
し
ま
し
た
。こ
う
し
た

点
に
も
、卓
越
し
た
宗
麟
の
政
治
力
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

争
い
の
絶
え
な
い
戦
国
時
代
を
生
き
抜

く
に
は
、先
を
見
通
す
見
識
と
卓
越
し
た

政
治
力
が
必
要
で
、時
の
権
力
者（
天
下

人
）と
良
好
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
も
重
要

な
戦
略
の
一
つ
で
し
た
。

　

大
友
宗
麟
も
、積
極
的
に
中
央
の
室
町

将
軍
家
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
。そ
れ
は
、義
鎮（
後
の
宗
麟
）の「
義
」

の
字
を
時
の
将
軍
足
利
義
晴
か
ら
元
服

の
際
に
一
字
を
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
も
、う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、宗
麟
と
織
田
信
長
、両
者
の
接
触

は
意
外
と
早
く
、信
長
が
歴
史
の
表
舞
台
で

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
以
前
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。1
5
6
7（
永
禄

　

）年
、信
長
が　

歳
の
時
、「
赤
壁
賦
図
盆
」

と
い
う
名
盆
を
す
で
に
贈
っ
て
お
り
、早
く

か
ら
信
長
の
実
力
を
見
抜
い
て
い
た
宗
麟
の

先
見
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

1
5
8
5（
天
正　

）年
に
関
白
と
な
っ

た
天
下
人
豊
臣
秀
吉
は
、大
友
氏
と
島
津

氏
の
戦
い（
豊
薩
戦
争
）に
対
し
、す
ぐ
に

争
い
を
や
め
る
よ
う
に
両
者
に
停
戦
を
命

天
下
人
と
大
友
宗
麟

　
大
分
市
が「
豊
後
府
内
」と
呼
ば
れ
た
戦
国
時
代
。

こ
の
地
に
南
蛮
文
化
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、国
際

文
化
都
市
と
し
て
繁
栄
さ
せ
た「
大
友
宗
麟
公
」を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

第2回

宗

お問い合わせ　文化財課　☎537-5639

33

市民の憩いの場として、多くの人々が訪れる「平和市民公園」。今回の表紙は、時計台の周りで色鮮やか
に咲き誇る「ナデシコ」。赤や白の花に囲まれ、笑顔で楽しむ姉妹の姿に思わずシャッターを切りました。
四季折々の花が楽しめる平和市民公園。この市報が皆さんの手元に届く頃はガザニアなどが植えられ、
また違った景色で迎えてくれます。


